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2.14.2. 教員業績概要 
職名： 教授 氏名： 村山 優子 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
情報ネットワーク論，専門英語 II，ソフトウェア情報学総論，メディアシステム演習 A/B/C，メディアシステムゼ
ミ A/B，卒業研究・卒業制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 
情報セキュリティ特論 III，ソフトウェア情報学ゼミナール I/II/III，ソフトウェア情報学研究，ソフトウェア情
報学特別研究，特別ゼミナール 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
ボランティアベースで，金曜日 18:00 以降に研究ミーティングを開催している．どの学年でも参加可能だが，ほと
んどは，3年生以上の有志の学生である．自分たちの関る研究や興味をもつ分野の紹介を行う．研究指向型教育の実
践を行っている． 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
該当なし 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
1) 西岡大, 齊藤義仰, 村山優子: 専門知識のないユーザを対象とした情報セキュリティ技術に関する安心感の構
造, 情報処理学会論文誌,54 巻 9 号, pp.2197-2207 (2013) 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
1） Nakano, Y., Saito, Y. and Murayama, Y.: Still Picture Internet Broadcasting System with Audience-oriented 
Bandwidth Control for Smartphone Broadcasters, The Ninth International Conference on Systems, pp.102-105 
(2014)  
2） Nishioka, D., Saito, Y. and Murayama, Y.: The influence of knowledge level in information security onto 
the factors of Anshin for online shopping users, 47th Hawaii International Conference on System Science, 
pp.310-319 (2014) 
3） Nakano, Y., Hirota, N., Saito, Y. and Murayama, Y.: An Implementation of a Still Picture Internet 
Broadcasting System with Audience-oriented QoS Control for Smartphones and PCs Audience, Computer 
Software and Applications Conference Workshops (COMPSACW), pp.523-527 (2013) 
4） Nishioka, D., Saito, Y. and Murayama, Y.: Influence of the knowledge level about information security 
on Anshin factors, SOUPS2013 Poster 発表 (2013) 
5） 村山優子，向井 未来，西岡大，齊藤義仰：緊急時の Twitter におけるデマ情報拡散を考慮したリツイートの意
思決定モデルの提案，マルチメディア，分散，協調とモバイル(DICOMO2013)シンポジウム，pp.873-879 (2013)
6） 西岡大，齊藤義仰，村山優子：ユーザの知識レベルの影響を考慮した情報セキュリティ技術に関する安心感の要
因の検証、マルチメディア，分散，協調とモバイル(DICOMO2013)シンポジウム，pp.1227-1232 (2013) 
7） 中野裕貴，齊藤義仰，村山優子：スマートフォンを用いた放送者用静止画インターネット放送システムにおける
視聴者リクエストに基づいた動的静止画品質制御の評価，マルチメディア，分散，協調とモバイル(DICOMO2013)
シンポジウム，pp.1019-1026 (2013) 
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8） 吉田忍，西岡大，齊藤義仰，村山優子：PrinterSurf：プリンタ共有システムにおけるクラウド化の検討，マル
チメディア，分散，協調とモバイル(DICOMO2013)シンポジウム，pp.1447-1451 (2013) 
9） 廣田夏輝，中野裕貴，齊藤義仰，村山優子：スマートフォンを用いた視聴者用静止画インターネット放送システ
ムの開発と評価，マルチメディア，分散，協調とモバイル(DICOMO2013)シンポジウム，pp.1027-1032 (2013) 
10） 鈴木順也，齊藤義仰，村山優子：ゲーム動画における視聴者コメントを用いた広告映像挿入手法の調査，マルチ
メディア，分散，協調とモバイル(DICOMO2013)シンポジウム，pp.1033-1038 (2013) 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1） 吉田忍，西岡大，村山優子：PrinterSurf: クラウド型プリンタ共有システムの開発，情報処理学会第 91 回 GN
研究会, 2014-GN-91(47), pp. 1-6（2014） 
2） 北山海，西岡大，村山優子：情報タイムカプセルにおける地図情報を用いた認証システムの実装，情報処理学会
第 91 回 EC 研究会, 2014-EC-31(62), pp. 1-6 (2014) 
3） 石井創一朗，齊藤義仰，西岡大，村山優子：太陽光発電を用いた復興ウォッチャーシステムの提案，情報処理学
会第 76 回全国大会 (2014) 
4） 市川潤，西岡大，齊藤義仰，村山優子：被災地の仮設住宅における遠隔管理機能を導入したプリペイド型簡易商
店システムの社会実装，情報処理学会第 76 回全国大会（2014） 
5） 岩間亮佑，伊藤健太，西岡大，永吉孝行，村山優子：ドライビングシミュレータを用いた一般ドライバの安心感
と運転傾向との関係に関する調査，情報処理学会第 76 回全国大会（2014） 
6） 眞鍋佳孝，西岡大，齊藤義仰，村山優子：メール演算システム Flexie における不快なインタフェースを用いた
誤送信防止システムの実装と評価，情報処理学会第 76 回全国大会（2014） 
7） 中野裕貴，齊藤義仰，西岡大，村山優子：インタラクティブなインターネット放送の災害への応用に関する検討，
情報処理学会研究報告，Vol.2014-GN-90，No.14，pp.1-6(2014) 
8） 齊藤義仰，中野裕貴，鈴木清寛，西岡大，村山優子，高橋幹：人にやさしい車社会を実現するための他者感情認
識技術の検討，情報処理学会研究報告，2014-DPS-158(25), pp.1-6, (2014)  
9） 廣田夏輝，中野裕貴，齊藤義仰，西岡大，村山優子：静止画インターネット放送を用いた通りやすい道共有手法
の検討，情報処理学会研究報告，2014-DPS-158 (31), pp.1-6 (2014)  
10） 鈴木順也，齊藤義仰，西岡大，村山優子：アクションゲーム動画における視聴者コメントを用いた広告映像挿入
手法の提案，情報処理学会研究報告，2014-DPS-158(30),  pp.1-6 (2014) 
11） Nor Athiyah, Nishioka, D., Tanaka, Y. and Murayama, Y.: A Study on User's Action towards Retweet Messages 
in Twitter, 第 31 回 暗号と情報セキュリティシンポジウム（SCIS2014）, pp.1-7 (2014) 
12） Nor Athiyah , Nishioka, D. and Murayama, Y.: Report of “What Matters To Users? Factors That Affect Users’ 
Willingness To Share Information With Online Advertisers”, 研究報告セキュリティ心理学とトラスト
（SPT）,2013-SPT-7(7),1-2 (2013) 
13） 西岡大 , 齊藤義仰 , 村山優子:ユーザの属性の影響を考慮した情報セキュリティ技術に関する安心感の要因の
検証, コンピュータセキュリティシンポジウム 2013 論文集 pp.247-254 (2013) 
14） 川崎拓海，西岡大，齊藤義仰，村山優子：不快なインタフェースの広告アウェアネスへの応用の検討，情報処理
学会研究報告， 2013-SPT-5(4) pp.1-6 (2013) 
15） 村山優子，西岡大，齊藤義仰，佐藤英彦，向井未来：災害コミュニケーション支援に関わる研究の紹介，情報処
理学会研究報告， 2013-SPT-5(19) pp.1-7 (2013) 
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(e) 研究費の獲得 
1） さんりく基金，大学連携地域支援事業助成金，500 千円 
2） 共同研究費：UD トラックス株式会社，800 千円 
(f) その他総説・解説、調査報告・市場調査、特許、受賞、報道など 
該当なし 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
教育・研究支援本部副本部長，研究倫理審査委員会，全学国際交流委員会 ，復興支援員会議 
(b) 学部/研究科の委員会 
該当なし 
(c) 学生支援 
講座の学生のチュートリアル 
(d) その他 
1） 東ワシントン大学とともに大学院生および教員の米国での国際研究交流を平成 20 年度より開始毎年実施 
2） ボランティアベースで，金曜日 18:00 以降に研究ミーティングを開催．どの学年でも参加可能だが，ほとんどは，
3年生以上の有志の学生である．自分たちの関る研究や興味をもつ分野の紹介を行う．研究指向型教育の実践で
ある． 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
1） 総務省 放送システム委員会 専門委員 
2） 総務省 評価委員 
3） 文部科学省 科学技術動向研究センター「科学技術専門家ネットワーク」専門調査委員 
(b) 企業・団体などにおける活動 
情報処理推進機構(IPA) 情報セキュリティ審議会 
(c) 一般教育 
東北大学会計大学院非常勤講師(2013 年 8 月 5日～9日) 
(d) 産学連携 
1） UD トラックスとの共同研究 
2） 情報通信研究機構(NICT) 高度通信・放送研究開発委託研究「組織間機密通信のための公開鍵システムの研究開
発」(中央大学)への参加 
3） いわてスマイル 130 プロジェクト，「岩手ファンをつなぐスマホアプリ」チームバリバリ Zプロジェクト参加 
4） 岩手放送(IBC)「つながるアプリ」プロジェクトへの参加 
(e) 学会などにおける活動 
1) 情報処理学会セキュリティ委員長 
2) 情報処理学会コンピュータセキュリティ研究会顧問 
3) 情報処理学会セキュリティ心理学とトラスト研究会幹事 
4) 情報処理学会論文誌特集号編集委員 
5) 情報処理学会平成 23 年度代表会員 
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6) 情報ネットワーク法学会理事長 
7) 国際情報処理連合(IFIP)TC-11 Chair(委員長) 
8) 国際情報処理連合(IFIP)WG11.11(トラストマネジメント・ワーキンググループ)Vice-Co-Chair (副委員長) 
9) IFIP SEC2013, IFIP TM2013，PST2013 等数多くの国際会議のプログラム委員 
10) HICSS2014 ミニトラック Co-Chair 
(f) その他 
1) 東北みらい創りサマースクール実行委員 
2) 東北みらい創りサマースクールにて「災害コミュニケーションワークショップ」を企画・開催 
3) IT×災害で講演 
4) 中央大学主催：MELT up フォーラム 「対談：災害情報と国土強靭化を巡って」にてパネリスト 
5) 情報処理学会 第 76 回全国大会 イベント：「緊急時における共助型フリーインターネットの課題と適切な実現
に関する討論」司会 
 
[主な業績］ 
インターネット上のインフォーマルコミュニケーションサービスを提供するシステムについて, 必要とされるネ
ットワーク技術，協調支援，サービス提供の運用モデルやトラストモデルおよびセキュリティ機能の研究を行った．
具体的には以下の内容だが，特に，災害復旧復興に貢献できるかを検討した．  
1. WWW 上の戸口通信の開発と運用 
2. インターネット放送に関する研究 
3. インターネット上のプリンターサーフの研究 
4. 安心とトラストに関する基礎研究 
5. 不快なインタフェースの応用に関する研究 
6. 安心感を考慮したリスクコミュニケーションについての研究 
7. 災害復旧復興に必要なコミュニケーションや災害情報管理についての研究 
1 は,インターネット上に戸口のメタファを利用した通信システムを構築し運用実験を行った．実践的な応用につい
て研究を進めた. 特に今年は戸口通信の災害復興への応用として，仮設住宅の子供への利用について実験を行っ
た．2は,様々な形のインターネット放送の災害復旧への応用等について実践的に研究を進めた. 3 は, インター
ネット上での紙媒体と電子媒体の融合によるコミュニケーション基盤の構築に関する研究である. アクセス制御
やトラストの観点からの課題についても研究を進めた. 災害時に応用できる運用についても検討した. 
4 は, ネットワーク上のシステムやサービスの安心感などの主観的評価について考察する. 安心とトラストと
いう概念を明確にして行く研究である. 安心感について，プライバシにおける安心感や安全性(Safety)についての
安心感についても考察を行う.さらに，災害時の応用として，ソーシャルネットワーキングサービスにおける誤報に
よる誤信についても研究を進めた. 5 は,インタフェースから不快感を利用者に与えることにより, システムのセ
キュリティに関する危険な状態を気づかせることをもともと目標にした研究である. このようなインタフェース
の応用として，情報環境での警報を考え，災害時への応用も考えた. 6 は, 安心の要因の応用として，相手を安心
させるためのリスクコミュニケーション支援技術について研究した. 7 は，今回の東日本大震災の支援経験に基づ
き，災害時の復旧や復興に必要となる意志疎通，サービスおよびシステム等の情報環境について研究を進めた． 
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職名： 准教授 氏名： 齊藤 義仰 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
情報ネットワーク実践論，基礎教養入門，コンピュータ入門，メディアシステム演習 A/B/C，メディアシステムゼミ
A/B，卒業研究・卒業制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 
情報システム評価特論 II，ソフトウェア情報学ゼミナール I/II/III，ソフトウェア情報学研究，特別ゼミナール，
ソフトウェア情報学特別研究 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
該当なし 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
該当なし 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
1) 西岡大, 齊藤義仰, 村山優子: 専門知識のないユーザを対象とした情報セキュリティ技術に関する安心感の構
造, 情報処理学会論文誌,54 巻 9 号, pp.2197-2207 (2013) 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
1） Nakano, Y., Saito, Y. and Murayama, Y.: Still Picture Internet Broadcasting System with Audience-oriented 
Bandwidth Control for Smartphone Broadcasters, The Ninth International Conference on Systems, pp.102-105 
(2014)  
2） Nishioka, D., Saito, Y. and Murayama, Y.: The influence of knowledge level in information security onto 
the factors of Anshin for online shopping users, 47th Hawaii International Conference on System Science, 
pp.310-319 (2014) 
3） Nakano, Y., Hirota, N., Saito, Y. and Murayama, Y.: An Implementation of a Still Picture Internet 
Broadcasting System with Audience-oriented QoS Control for Smartphones and PCs Audience, Computer 
Software and Applications Conference Workshops (COMPSACW), pp.523-527 (2013) 
4） Nishioka, D., Saito, Y. and Murayama, Y.: Influence of the knowledge level about information security 
on Anshin factors, SOUPS2013 Poster 発表 (2013) 
5） 村山優子，向井 未来，西岡大，齊藤義仰：緊急時の Twitter におけるデマ情報拡散を考慮したリツイートの意
思決定モデルの提案，マルチメディア，分散，協調とモバイル(DICOMO2013)シンポジウム，pp.873-879 (2013)
6） 西岡大，齊藤義仰，村山優子：ユーザの知識レベルの影響を考慮した情報セキュリティ技術に関する安心感の要
因の検証、マルチメディア，分散，協調とモバイル(DICOMO2013)シンポジウム，pp.1227-1232 (2013) 
7） 中野裕貴，齊藤義仰，村山優子：スマートフォンを用いた放送者用静止画インターネット放送システムにおける
視聴者リクエストに基づいた動的静止画品質制御の評価，マルチメディア，分散，協調とモバイル(DICOMO2013)
シンポジウム，pp.1019-1026 (2013) 
8） 吉田忍，西岡大，齊藤義仰，村山優子：PrinterSurf：プリンタ共有システムにおけるクラウド化の検討，マル
チメディア，分散，協調とモバイル(DICOMO2013)シンポジウム，pp.1447-1451 (2013) 
9） 廣田夏輝，中野裕貴，齊藤義仰，村山優子：スマートフォンを用いた視聴者用静止画インターネット放送システ
ムの開発と評価，マルチメディア，分散，協調とモバイル(DICOMO2013)シンポジウム，pp.1027-1032 (2013) 
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10） 鈴木順也，齊藤義仰，村山優子：ゲーム動画における視聴者コメントを用いた広告映像挿入手法の調査，マルチ
メディア，分散，協調とモバイル(DICOMO2013)シンポジウム，pp.1033-1038 (2013) 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1） 石井創一朗，齊藤義仰，西岡大，村山優子：太陽光発電を用いた復興ウォッチャーシステムの提案，情報処理学
会第 76 回全国大会 (2014) 
2） 市川潤，西岡大，齊藤義仰，村山優子：被災地の仮設住宅における遠隔管理機能を導入したプリペイド型簡易商
店システムの社会実装，情報処理学会第 76 回全国大会（2014） 
3） 眞鍋佳孝，西岡大，齊藤義仰，村山優子：メール演算システム Flexie における不快なインタフェースを用いた
誤送信防止システムの実装と評価，情報処理学会第 76 回全国大会（2014） 
4） 中野裕貴，齊藤義仰，西岡大，村山優子：インタラクティブなインターネット放送の災害への応用に関する検討，
情報処理学会研究報告，Vol.2014-GN-90，No.14，pp.1-6(2014) 
5） 齊藤義仰，中野裕貴，鈴木清寛，西岡大，村山優子，高橋幹：人にやさしい車社会を実現するための他者感情認
識技術の検討，情報処理学会研究報告，2014-DPS-158(25), pp.1-6, (2014)  
6） 廣田夏輝，中野裕貴，齊藤義仰，西岡大，村山優子：静止画インターネット放送を用いた通りやすい道共有手法
の検討，情報処理学会研究報告，2014-DPS-158 (31), pp.1-6 (2014)  
7） 鈴木順也，齊藤義仰，西岡大，村山優子：アクションゲーム動画における視聴者コメントを用いた広告映像挿入
手法の提案，情報処理学会研究報告，2014-DPS-158(30),  pp.1-6 (2014) 
8） 西岡大 , 齊藤義仰 , 村山優子:ユーザの属性の影響を考慮した情報セキュリティ技術に関する安心感の要因の
検証, コンピュータセキュリティシンポジウム 2013 論文集 pp.247-254 (2013) 
9） 川崎拓海，西岡大，齊藤義仰，村山優子：不快なインタフェースの広告アウェアネスへの応用の検討，情報処理
学会研究報告， 2013-SPT-5(4) pp.1-6 (2013) 
10） 村山優子，西岡大，齊藤義仰，佐藤英彦，向井未来：災害コミュニケーション支援に関わる研究の紹介，情報処
理学会研究報告， 2013-SPT-5(19) pp.1-7 (2013) 
(e) 研究費の獲得 
さんりく基金，大学連携地域支援事業助成金，500 千円 
(f) その他総説・解説、調査報告・市場調査、特許、受賞、報道など 
情報処理学会会誌 55 巻 3号，解説記事，「学生スマートフォンアプリコンテスト」 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
該当なし 
(b) 学部/研究科の委員会 
教務委員会，学生・広報委員会 
(c) 学生支援 
講座の学生のチュートリアル 
(d) その他 
該当なし 
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[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
いわてスマイル 130 プロジェクト，「岩手ファンをつなぐスマホアプリ」チームバリバリ Z 
(b) 企業・団体などにおける活動 
該当なし 
(c) 一般教育 
該当なし 
(d) 産学連携 
該当なし 
(e) 学会などにおける活動 
1） 情報処理学会 コンシューマデバイス＆システム研究グループ （CDS） 幹事 
2） 情報処理学会 コンシューマデバイス＆システム研究グループ （CDS） トランザクション編集委員 
3） 国際会議 CDS2013 Workshop Organizers 
4） 国際会議 IC-STEIC2013 プログラム委員 
(f) その他 
該当なし 
 
 [主な業績］ 
インターネット放送においてインタラクティブなコミュニケーション手法を用いることで，インターネット上にお
ける新しいコミュニケーションの形を目指した．次世代のインターネット放送において，必要とされるインタラク
ティブなコミュニケーション手法を研究・調査した．具体的には以下の研究を実施した． 
 
①インターネット放送におけるインタラクティブなコミュニケーション手法の研究調査 
②視聴者コメントを用いた視聴動画中への広告動画挿入手法 
③スマートフォンを用いたインタラクティブなインターネット放送技術の研究  
 
上記①については，文献調査によりこれまでインタラクティブ TV の研究分野で提案されてきたコミュニケーショ
ン手法を調査する．また，岩手県立大学の学位記授与式やその他様々な行事をインターネット放送することにより，
実践的に課題の抽出を行った. 
上記②については，動画につけられたコメント情報により，視聴を妨げないタイミングで広告動画を挿入する手
法を研究した．特にアクションゲーム動画において，高精度で視聴を妨げないタイミングを推定可能となった． 
上記③については，スマートフォンを用いて動画を閲覧できるインタラクティブなインターネット放送システム
の研究開発を行い，スマートフォンを用いた静止画インターネット放送システムを作成した． 
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職名： 助教 氏名： 西岡 大 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
情報メディア入門，コンピュータ入門，メディアシステム演習 A/B/C，メディアシステムゼミ A/B，卒業研究・卒業
制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 
該当なし 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
該当なし 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
該当なし 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
1) 西岡大, 齊藤義仰, 村山優子: 専門知識のないユーザを対象とした情報セキュリティ技術に関する安心感の構
造, 情報処理学会論文誌,54 巻 9 号, pp.2197-2207 (2013) 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
1） Nishioka, D., Saito, Y. and Murayama, Y.: The influence of knowledge level in information security onto 
the factors of Anshin for online shopping users, 47th Hawaii International Conference on System Science, 
pp.310-319 (2014) 
2） Nishioka, D., Saito, Y. and Murayama, Y.: Influence of the knowledge level about information security 
on Anshin factors, SOUPS2013 Poster 発表 (2013) 
3） 村山優子，向井 未来，西岡大，齊藤義仰：緊急時の Twitter におけるデマ情報拡散を考慮したリツイートの意
思決定モデルの提案，マルチメディア，分散，協調とモバイル(DICOMO2013)シンポジウム，pp.873-879 (2013)
4） 西岡大，齊藤義仰，村山優子：ユーザの知識レベルの影響を考慮した情報セキュリティ技術に関する安心感の要
因の検証、マルチメディア，分散，協調とモバイル(DICOMO2013)シンポジウム，pp.1227-1232 (2013) 
5） 吉田忍，西岡大，齊藤義仰，村山優子：PrinterSurf：プリンタ共有システムにおけるクラウド化の検討，マル
チメディア，分散，協調とモバイル(DICOMO2013)シンポジウム，pp.1447-1451 (2013) 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1） 吉田忍，西岡大，村山優子：PrinterSurf: クラウド型プリンタ共有システムの開発，情報処理学会第 91 回 GN
研究会, 2014-GN-91(47), pp. 1-6（2014） 
2） 北山海，西岡大，村山優子：情報タイムカプセルにおける地図情報を用いた認証システムの実装，情報処理学会
第 91 回 EC 研究会, 2014-EC-31(62), pp. 1-6 (2014) 
3） 石井創一朗，齊藤義仰，西岡大，村山優子：太陽光発電を用いた復興ウォッチャーシステムの提案，情報処理学
会第 76 回全国大会 (2014) 
4） 市川潤，西岡大，齊藤義仰，村山優子：被災地の仮設住宅における遠隔管理機能を導入したプリペイド型簡易商
店システムの社会実装，情報処理学会第 76 回全国大会（2014） 
5） 岩間亮佑，伊藤健太，西岡大，永吉孝行，村山優子：ドライビングシミュレータを用いた一般ドライバの安心感
と運転傾向との関係に関する調査，情報処理学会第 76 回全国大会（2014） 
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6） 眞鍋佳孝，西岡大，齊藤義仰，村山優子：メール演算システム Flexie における不快なインタフェースを用いた
誤送信防止システムの実装と評価，情報処理学会第 76 回全国大会（2014） 
7） 中野裕貴，齊藤義仰，西岡大，村山優子：インタラクティブなインターネット放送の災害への応用に関する検討，
情報処理学会研究報告，Vol.2014-GN-90，No.14，pp.1-6(2014) 
8） 齊藤義仰，中野裕貴，鈴木清寛，西岡大，村山優子，高橋幹：人にやさしい車社会を実現するための他者感情認
識技術の検討，情報処理学会研究報告，2014-DPS-158(25), pp.1-6, (2014)  
9） 廣田夏輝，中野裕貴，齊藤義仰，西岡大，村山優子：静止画インターネット放送を用いた通りやすい道共有手法
の検討，情報処理学会研究報告，2014-DPS-158 (31), pp.1-6 (2014)  
10） 鈴木順也，齊藤義仰，西岡大，村山優子：アクションゲーム動画における視聴者コメントを用いた広告映像挿入
手法の提案，情報処理学会研究報告，2014-DPS-158(30),  pp.1-6 (2014) 
11） Nor Athiyah, Nishioka, D., Tanaka, Y. and Murayama, Y.: A Study on User's Action towards Retweet Messages 
in Twitter, 第 31 回 暗号と情報セキュリティシンポジウム（SCIS2014）, pp.1-7 (2014) 
12） Nor Athiyah , Nishioka, D. and Murayama, Y.: Report of “What Matters To Users? Factors That Affect Users’ 
Willingness To Share Information With Online Advertisers”, 研究報告セキュリティ心理学とトラスト
（SPT）,2013-SPT-7(7),1-2 (2013) 
13） 西岡大 , 齊藤義仰 , 村山優子:ユーザの属性の影響を考慮した情報セキュリティ技術に関する安心感の要因の
検証, コンピュータセキュリティシンポジウム 2013 論文集 pp.247-254 (2013) 
14） 川崎拓海，西岡大，齊藤義仰，村山優子：不快なインタフェースの広告アウェアネスへの応用の検討，情報処理
学会研究報告， 2013-SPT-5(4) pp.1-6 (2013) 
15） 村山優子，西岡大，齊藤義仰，佐藤英彦，向井未来：災害コミュニケーション支援に関わる研究の紹介，情報処
理学会研究報告， 2013-SPT-5(19) pp.1-7 (2013) 
(e) 研究費の獲得 
該当なし 
(f) その他総説・解説、調査報告・市場調査、特許、受賞、報道など 
該当なし 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
該当なし 
(b) 学部/研究科の委員会 
入試実施委員会，学生・広報委員会 
(c) 学生支援 
講座の学生のチュートリアル 
(d) その他 
該当なし 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
1） 岩手県宮古市赤前仮設住宅への商店システムの設置 
2） いわてスマイル 130 プロジェクト，「岩手ファンをつなぐスマホアプリ」チームバリバリ Z 
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(b) 企業・団体などにおける活動 
該当なし 
(c) 一般教育 
該当なし 
(d) 産学連携 
該当なし 
(e) 学会などにおける活動 
1） 東北みらい創りサマースクール 災害コミュニケーションワークショップ 資料作成 会場準備 
2） 第 7回 SPT 研究会 ～SOUPS2013 論文読破会～ 資料作成 会場準備 
3） 第 3回災害コミュニケーションシンポジウム 資料作成 会場準備 
(f) その他 
該当なし 
 
 [主な業績］ 
情報セキュリティの分野では，安全な技術を提供すれば利用者は安心できるという論理の下で研究が進められてき
た．しかし，技術の安全性を確保するための議論に主眼が置かれ，ユーザの主観的側面である，安心感について十
分な議論がなされないまま，安心を確保する対策が実施される場合が多い． 
本研究では，情報セキュリティにおいて，オンラインショッピング時において個人情報を入力する際の安心感の要
因について統計的に調査を実施してきた．昨年度では，以下の研究を実施した． 
1. オンラインショッピング時における，ユーザが求める安心感の構造の分析 
2. 既存のオンラインショッピングサイトのインタフェースの特徴の調査 
3. 実証実験において，扱う個人情報の検討 
 
オンラインショッピング時における，ユーザが求める安心感の構造の分析については，今まで実施してきた統計調
査結果を基に，共分散構造分析を用いて安心モデルの構築を行った．また，安心感の構造を明らかにするため，年
齢，性差，情報セキュリティに対する知識，オンラインショッピングの経験等のユーザ属性を基に，属性ごとの違
いについて調査を実施した．調査の結果，属性ごとに安心感の要因が異なるが，情報セキュリティ技術に関する知
識レベルが低いユーザは，どの属性でも共通の安心感を求めることや，従来のセキュリティ分野において，安全で
あればユーザは安心するという前提のもと研究が実施されていたが，安全がユーザの安心感の根拠とならない属性
が存在することを明らかにした． 
 
既存のオンラインショッピングサイトのインタフェースの特徴の調査については，実証実験用のシステムを構築す
るために，既存のオンラインショッピングサイトのインタフェースの特徴を整理し，ユーザが安心してサービスを
利用するために実施している手法について調査を行った。 
 
実証実験において，扱う個人情報の検討については，実証実験で利用するユーザの個人情報の種類について検討
する．オンラインショッピング時に扱う個人情報の重要度は，ユーザごとに異なることが考えられる．実証実験に
おいて，扱う個人情報の種類の違いから，安心感の変化に違いが生じるのか検証するために，個人情報の種類の検
討を行った． 
  
